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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　ワイヤレス通信デバイスにおいて第１の電圧レベルで動作することと、
　受信されたフレームの第１の部分内の情報に少なくとも一部は基づき、前記受信された
フレームの１つまたは複数のパケットの帯域幅に対応するスループットカテゴリを検出す
ることと、
　前記受信されたフレームの前記第１の部分の処理中に、前記検出されたスループットカ
テゴリに少なくとも一部は基づき前記受信されたフレームの第２の部分を含む前記１つま
たは複数のパケットの少なくとも一部を処理するために第２の電圧レベルに遷移するかど
うかを決定することと、ここにおいて、前記第２の電圧レベルへの前記遷移は、前記受信
されたフレームの前記第１の部分の処理中に行われ、前記受信されたフレームの前記第２
の部分は、前記受信されたフレームの前記第１の部分の後に続く、を備える方法。
【請求項２】
　前記受信されたフレームの前記第１の部分内の前記情報または前記受信されたフレーム
の前記第２の部分内の情報に少なくとも一部は基づき、パケットの送信先、送信グラント
、および受信グラントのうちの１つまたは複数を検出することをさらに備える請求項１に
記載の方法。
【請求項３】
　前記第１の電圧レベルから前記第２の電圧レベルにスケーリングすることをさらに備え
、前記第２の電圧レベルは前記第１の電圧レベルよりも大きい請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第２の電圧レベルで前記受信されたフレームの前記第２の部分を含む前記１つまた
は複数のパケットの前記少なくとも一部を処理した後に次の受信されたフレームについて
前記第２の電圧レベルから前記第１の電圧レベルにスケーリングすることをさらに備える
請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記検出することは、
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　前記受信されたフレームのプリアンブル内の前記スループットカテゴリを検出すること
を備える請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記受信されたフレーム内の前記１つまたは複数のパケットは、ＩＥＥＥ８０２．１１
パケットである請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記１つまたは複数のパケットは、超高スループット（ＶＨＴ）パケットであり、
　前記検出することは、前記受信されたＶＨＴパケットのＶＨＴショートトレーニングフ
ィールド（ＶＨＴ－ＳＴＦ）の間に前記スループットカテゴリを検出することを備える請
求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＶＨＴパケット内で前記第１の電圧レベルから前記第２の電圧レベルにスケーリン
グすることをさらに備え、前記第２の電圧レベルは前記第１の電圧レベルよりも大きい請
求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記受信されたフレームが前記ワイヤレス通信デバイスを送信先としているかどうかを
決定することと、
　前記受信されたフレームが前記ワイヤレス通信デバイスを送信先としていないときに前
記第１の電圧レベルで動作することとをさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記決定することは、
　前記受信されたフレームの媒体アクセス制御（ＭＡＣ）部分を識別することと、
　前記受信されたフレームの前記ＭＡＣ部分から前記受信されたフレームの送信先を決定
することとを備える請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記決定することは、
　前記受信されたフレーム内のｐＡＩＤフィールドまたはＧＩＤフィールドを識別するこ
とと、
　前記ｐＡＩＤフィールドまたは前記ＧＩＤフィールドから前記受信されたフレームの送
信先を決定することとを備える請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記１つまたは複数のパケットは、高スループット（ＨＴ）パケットであり、前記方法
は
　前記ＨＴパケットの少なくとも一部を処理するために前記第１の電圧レベルから前記第
２の電圧レベルにスケーリングすることを備え、前記第２の電圧レベルは前記第１の電圧
レベルよりも大きい請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記１つまたは複数のパケットは、レガシーパケットであり、前記方法は
　前記レガシーパケットを処理するために前記第１の電圧レベルを維持することを備える
請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記受信されたフレームの前記１つまたは複数のパケットに関連付けられている帯域幅
を識別することと、
　前記スループットカテゴリと前記識別された帯域幅とに少なくとも一部は基づき前記第
１の電圧レベルから前記第２の電圧レベルにスケーリングすることとをさらに備える請求
項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記受信されたフレームの前記１つまたは複数のパケットに関連付けられている異なる
帯域幅を識別することと、
　前記スループットカテゴリと前記識別された異なる帯域幅とに少なくとも一部は基づき
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前記第２の電圧レベルから第３の電圧レベルにスケーリングすることとをさらに備える請
求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記スループットカテゴリに少なくとも一部は基づき第１のクロック周波数から第２の
クロック周波数にスケーリングすることをさらに備え、前記第２のクロック周波数は前記
第１のクロック周波数よりも大きい請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記受信されたフレームは、第１のスロットと第２のスロットとを備えるＬＴＥサブフ
レームであり、前記第１のスロットは物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）情報
を持つ領域を備え、
　前記検出することは、前記第１のスロットにおける前記領域内の前記スループットカテ
ゴリを検出することを備える請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　前記受信されたフレームの一部がＬＴＥモデムによって復号されるかどうかを前記スル
ープットカテゴリから決定することと、
　前記受信されたフレームの前記一部が前記ＬＴＥモデムによって復号されないとの決定
がなされたときに前記受信されたフレームの前記一部を処理するように前記第１の電圧レ
ベルから前記第２の電圧レベルにスケーリングすることとをさらに備える請求項１７に記
載の方法。
【請求項１９】
　前記第２の電圧レベルを前記ワイヤレス通信デバイスの１つまたは複数のサブシステム
に印加することをさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項２０】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　ワイヤレス通信デバイスにおいて第１の電圧レベルで動作するための手段と、
　受信されたフレームの第１の部分内の情報に少なくとも一部は基づき、前記受信された
フレームの１つまたは複数のパケットの帯域幅に対応するスループットカテゴリを検出す
るための手段と、
　前記受信されたフレームの前記第１の部分の処理中に、前記検出されたスループットカ
テゴリに少なくとも一部は基づき前記受信されたフレームの第２の部分を含む前記１つま
たは複数のパケットの少なくとも一部を処理するために第２の電圧レベルに遷移するかど
うかを決定するための手段と、ここにおいて、前記第２の電圧レベルへの前記遷移は、前
記受信されたフレームの前記第１の部分の処理中に行われ、前記受信されたフレームの前
記第２の部分は、前記受信されたフレームの前記第１の部分の後に続く、を備える装置。
【請求項２１】
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子的に通信するメモリとを備え、前記メモリに記憶される命令は前
記プロセッサによって
　　ワイヤレス通信デバイスにおいて第１の電圧レベルで動作することと、
　　受信されたフレームの第１の部分内の情報に少なくとも一部は基づき、前記受信され
たフレームの１つまたは複数のパケットの帯域幅に対応するスループットカテゴリを検出
することと、
　　前記受信されたフレームの前記第１の部分の処理中に、前記検出されたスループット
カテゴリに少なくとも一部は基づき前記受信されたフレームの第２の部分を含む前記１つ
または複数のパケットの少なくとも一部を処理するために第２の電圧レベルに遷移するか
どうかを決定することと、ここにおいて、前記第２の電圧レベルへの前記遷移は、前記受
信されたフレームの前記第１の部分の処理中に行われ、前記受信されたフレームの前記第
２の部分は、前記受信されたフレームの前記第１の部分の後に続く、を行うように実行可
能であるワイヤレス通信デバイス。
【請求項２２】
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　受信されたフレームの第１の部分内の情報に少なくとも一部は基づき、前記受信された
フレームの１つまたは複数のパケットの帯域幅に対応するスループットカテゴリを検出す
るように構成された検出器と、
　　第１の電圧レベルで動作することと、
　　前記受信されたフレームの前記第１の部分の処理中に、前記検出されたスループット
カテゴリに少なくとも一部は基づき前記受信されたフレームの第２の部分を含む前記１つ
または複数のパケットの少なくとも一部を処理するために第２の電圧レベルに遷移するか
どうかを決定することと、ここにおいて、前記第２の電圧レベルへの前記遷移は、前記受
信されたフレームの前記第１の部分の処理中に行われ、前記受信されたフレームの前記第
２の部分は、前記受信されたフレームの前記第１の部分の後に続く、を行うように構成さ
れた
　電圧調整器とを備えるワイヤレス通信デバイス。
【請求項２３】
　少なくとも１つのコンピュータに、ワイヤレス通信デバイスにおいて第１の電圧レベル
で動作することをさせるためのコードと、
　　前記少なくとも１つのコンピュータに、受信されたフレームの第１の部分内の情報に
少なくとも一部は基づき、前記受信されたフレームの１つまたは複数のパケットの帯域幅
に対応するスループットカテゴリを検出することをさせるためのコードと、
　　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記受信されたフレームの前記第１の部分の
処理中に、前記検出されたスループットカテゴリに少なくとも一部は基づき前記受信され
たフレームの第２の部分を含む前記１つまたは複数のパケットの少なくとも一部を処理す
るために第２の電圧レベルに遷移するかどうかを決定することをさせるためのコードと、
ここにおいて、前記第２の電圧レベルへの前記遷移は、前記受信されたフレームの前記第
１の部分の処理中に行われ、前記受信されたフレームの前記第２の部分は、前記受信され
たフレームの前記第１の部分の後に続く、を備える
　非一時的コンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　[0006]　いくつかの実施形態では、ワイヤレス通信デバイスが、デバイスによってサポ
ートされている複数の帯域幅のうちから使用する帯域幅を決定する。例えば、現在のＷＬ
ＡＮデバイスは、２０メガヘルツ（ＭＨｚ）、４０ＭＨｚ、８０ＭＨｚ、および／または
１６０ＭＨｚの帯域幅をサポートし得る。他のワイヤレスデバイスは、ＷＬＡＮデバイス
よりも多い、少ない、および／または異なる帯域幅をサポートし得る。帯域幅は、チャネ
ル条件に基づき決定され得る。日和見的ワイヤレスシステムでは、帯域幅が、クリアチャ
ネル評価（ＣＣＡ）技術を使用して決定され得るか、または別の実施形態では、帯域幅が
、ワイヤレスプロトコルスタックのより高い制御プレーン決定に基づき決定される。電圧
レベルは、決定された帯域幅に対応するとして識別され、処理電圧は、識別された電圧レ
ベルに合わせてスケーリングされ得る。例えば、１つの帯域幅では第１の電圧レベルを使
用し得るが、より高い帯域幅では第１の電圧レベルよりも高い第２の電圧レベルを使用し
得る。上で言及されているように、より高い電圧レベルは、その動作モードを維持するの
に必要になり得る、デジタル処理に対するより高いクロック周波数を許容し得る。ワイヤ
レス通信デバイスは、ＷＬＡＮ（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）ネットワークとも呼ばれる）お
よび／またはセルラーネットワーク（例えば、３ＧＰＰロングタームエボリューション（
３ＧＰＰ）またはＬＴＥ（登録商標））において動作するように構成され得る。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０１７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１７９】
　[0206]　本開示の前記の説明は、当業者が本開示内容を製作または使用できるようにす
るために提供される。開示に対し様々な修正を加えられることは、当業者にはたやすく理
解できるであろうし、また本明細書で定義されている一般原理は、本開示の精神または範
囲から逸脱することなく他の変更形態にも適用され得る。本開示全体を通して、「例」ま
たは「例示的」という言い回しは、例または事例を示し、指示された例が優先することを
暗示することも要求することもしない。そのため、本開示は、本明細書で説明されている
実施例および設計に限定されず、本開示は本明細書で開示された原理および新規性のある
特徴と一致する最も広い範囲を適用されるものとする。
　以下に、本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［Ｃ１］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　ワイヤレス通信デバイスにおいて第１の電圧レベルで動作することと、
　受信されたフレーム内で、前記受信されたフレームの１つまたは複数のパケットに関連
付けられているフレームメトリックを検出することと、
　前記検出されたフレームメトリックに基づき前記受信されたフレームの前記１つまたは
複数のパケットの少なくとも一部を処理するために第２の電圧レベルに遷移するかどうか
を決定することとを備える方法。
　［Ｃ２］
　前記フレームメトリックは、スループットカテゴリ、パケットの送信先、送信グラント
、および受信グラントのうちの１つまたは複数を備えるＣ１に記載の方法。
　［Ｃ３］
　前記第１の電圧レベルから前記第２の電圧レベルにスケーリングすることをさらに備え
、前記第２の電圧レベルは前記第１の電圧レベルよりも大きいＣ１に記載の方法。
　［Ｃ４］
　前記第２の電圧レベルで前記受信されたフレームの前記１つまたは複数のパケットの前
記少なくとも一部を処理した後に次の受信されたフレームについて前記第２の電圧レベル
から前記第１の電圧レベルにスケーリングすることをさらに備えるＣ１に記載の方法。
　［Ｃ５］
　前記検出することは、
　前記受信されたフレームのプリアンブル内の前記フレームメトリックを検出することを
備えるＣ１に記載の方法。
　［Ｃ６］
　前記受信されたフレーム内の前記１つまたは複数のパケットは、ＩＥＥＥ８０２．１１
ａｃパケットであるＣ１に記載の方法。
　［Ｃ７］
　前記１つまたは複数のパケットは、超高スループット（ＶＨＴ）パケットであり、
　前記検出することは、前記受信されたＶＨＴパケットのＶＨＴショートトレーニングフ
ィールド（ＶＨＴ－ＳＴＦ）の間に前記フレームメトリックを検出することを備えるＣ６
に記載の方法。
　［Ｃ８］
　前記ＶＨＴパケット内で前記第１の電圧レベルから前記第２の電圧レベルにスケーリン
グすることをさらに備え、前記第２の電圧レベルは前記第１の電圧レベルよりも大きいＣ
７に記載の方法。
　［Ｃ９］
　前記フレームが前記ワイヤレス通信デバイスを送信先としているかどうかを決定するこ
とと、



(6) JP 2016-521487 A5 2018.2.15

　前記フレームが前記ワイヤレス通信デバイスを送信先としていないときに前記第１の電
圧レベルで動作することとをさらに備えるＣ１に記載の方法。
　［Ｃ１０］
　前記決定することは、
　前記フレームの媒体アクセス制御（ＭＡＣ）部分を識別することと、
　前記フレームの前記ＭＡＣ部分から前記フレームの送信先を決定することとを備えるＣ
９に記載の方法。
　［Ｃ１１］
　前記決定することは、
　前記フレーム内のｐＡＩＤフィールドまたはＧＩＤフィールドを識別することと、
　前記ｐＡＩＤフィールドまたは前記ＧＩＤフィールドから前記フレームの送信先を決定
することとを備えるＣ９に記載の方法。
　［Ｃ１２］
　前記１つまたは複数のパケットは、高スループット（ＨＴ）パケットであり、前記方法
は
　前記ＨＴパケットの少なくとも一部を処理するために前記第１の電圧レベルから前記第
２の電圧レベルにスケーリングすることを備え、前記第２の電圧レベルは前記第１の電圧
レベルよりも大きいＣ１に記載の方法。
　［Ｃ１３］
　前記１つまたは複数のパケットは、レガシーパケットであり、前記方法は
　前記レガシーパケットを処理するために前記第１の電圧レベルを維持することを備える
Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ１４］
　受信されたフレームの前記１つまたは複数のパケットに関連付けられている帯域幅を識
別することと、
　少なくとも一部は前記フレームメトリックと前記識別された帯域幅とに基づき前記第１
の電圧レベルから前記第２の電圧レベルにスケーリングすることとをさらに備えるＣ１に
記載の方法。
　［Ｃ１５］
　受信されたフレームの前記１つまたは複数のパケットに関連付けられている異なる帯域
幅を識別することと、
　少なくとも一部は前記フレームメトリックと前記識別された異なる帯域幅とに基づき前
記第２の電圧レベルから第３の電圧レベルにスケーリングすることとをさらに備えるＣ１
４に記載の方法。
　［Ｃ１６］
　前記フレームメトリックに基づき第１のクロック周波数から第２のクロック周波数にス
ケーリングすることをさらに備え、前記第２のクロック周波数は前記第１のクロック周波
数よりも大きいＣ１に記載の方法。
　［Ｃ１７］
　前記フレームは、第１のスロットと第２のスロットとを備えるＬＴＥサブフレームであ
り、前記第１のスロットは物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）情報を持つ領域
を備え、
　前記検出することは、前記第１のスロットにおける前記領域内の前記フレームメトリッ
クを検出することを備えるＣ１に記載の方法。
　［Ｃ１８］
　前記フレームの一部がＬＴＥモデムによって復号されるかどうかを前記フレームメトリ
ックから決定することと、
　前記フレームの一部が前記ＬＴＥモデムによって復号されないとの決定がなされたとき
に前記フレームの前記一部を処理するように前記第１の電圧から前記第２の電圧にスケー
リングすることとをさらに備えるＣ１７に記載の方法。
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　［Ｃ１９］
　前記フレームメトリックは、前記受信されたフレームの１つまたは複数のパケットに関
連付けられている帯域幅であるＣ１に記載の方法。
　［Ｃ２０］
　前記第２の電圧レベルを前記ワイヤレス通信デバイスの１つまたは複数のサブシステム
に印加することをさらに備えるＣ１に記載の方法。
　［Ｃ２１］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　ワイヤレス通信デバイスで利用される帯域幅を前記ワイヤレス通信デバイスによってサ
ポートされている複数の帯域幅から決定することと、
　前記決定された帯域幅に基づき前記ワイヤレス通信デバイスで使用する電圧レベルを識
別することと、
　フレームを処理するために電圧レベルを前記識別された電圧レベルにスケーリングする
こととを備える方法。
　［Ｃ２２］
　前記スケーリングされた電圧レベルで動作している間に前記フレームを送信することを
さらに備えるＣ２１に記載の方法。
　［Ｃ２３］
　１つまたは複数のパケットを備える前記フレームを受信することと、
　前記スケーリングされた電圧レベルで前記受信されたフレームの前記１つまたは複数の
パケットの少なくとも一部を処理することとをさらに備えるＣ２１に記載の方法。
　［Ｃ２４］
　１つまたは複数のパケットを備える前記フレームを受信することと、
　前記受信されたフレーム内で、前記受信されたフレームの１つまたは複数のパケットに
関連付けられているフレームメトリックを検出することと、
　前記フレームメトリックと前記決定された帯域幅とに基づき前記スケーリングされた電
圧レベルで前記受信されたフレームの前記１つまたは複数のパケットの少なくとも一部を
処理することとをさらに備えるＣ２１に記載の方法。
　［Ｃ２５］
　前記ワイヤレス通信デバイスによってサポートされている前記帯域幅の各々は、別の帯
域幅の前記電圧レベルと異なる対応する電圧レベルを有し、
　前記識別された電圧レベルは、前記決定された帯域幅に対応する前記電圧レベルである
Ｃ２１に記載の方法。
　［Ｃ２６］
　前記決定された帯域幅に基づき、前記ワイヤレス通信デバイスによって利用される１つ
または複数の物理レイヤ（ＰＨＹ）クロックを調整することをさらに備えるＣ２１に記載
の方法。
　［Ｃ２７］
　前記決定することは、
　前記ワイヤレス通信デバイスに関連付けられているチャネル条件に基づき前記ワイヤレ
ス通信デバイスにおいて利用される前記帯域幅を決定することを備えるＣ２１に記載の方
法。
　［Ｃ２８］
　前記スケーリングすることは、
　前記決定された帯域幅と異なる帯域幅に対応する電圧レベルから前記識別された電圧レ
ベルにスケーリングすることを備えるＣ２１に記載の方法。
　［Ｃ２９］
　前記スケーリングされた電圧レベルを前記ワイヤレス通信デバイスの１つまたは複数の
サブシステムに印加することをさらに備えるＣ２１に記載の方法。
　［Ｃ３０］
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　ワイヤレス通信のための装置であって、
　ワイヤレス通信デバイスにおいて第１の電圧レベルで動作するための手段と、
　受信されたフレーム内で、前記受信されたフレームの１つまたは複数のパケットに関連
付けられているフレームメトリックを検出するための手段と、
　前記検出されたフレームメトリックに基づき前記受信されたフレームの前記１つまたは
複数のパケットの少なくとも一部を処理するために第２の電圧レベルに遷移するかどうか
を決定するための手段とを備える装置。
　［Ｃ３１］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　ワイヤレス通信デバイスにおいて利用される帯域幅を前記ワイヤレス通信デバイスによ
ってサポートされている複数の帯域幅から決定するための手段と、
　前記決定された帯域幅に基づき前記ワイヤレス通信デバイスで使用する電圧レベルを識
別するための手段と、
　フレームを処理するために電圧レベルを前記識別された電圧レベルにスケーリングする
ための手段とを備える装置。
　［Ｃ３２］
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子的に通信するメモリとを備え、前記メモリに記憶される命令は前
記プロセッサによって
　　ワイヤレス通信デバイスにおいて第１の電圧レベルで動作し、
　　受信されたフレーム内で、前記受信されたフレームの１つまたは複数のパケットに関
連付けられているフレームメトリックを検出し、
　　前記検出されたフレームメトリックに基づき前記受信されたフレームの前記１つまた
は複数のパケットの少なくとも一部を処理するために第２の電圧レベルに遷移するかどう
かを決定するように実行可能であるワイヤレス通信デバイス。
　［Ｃ３３］
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子的に通信するメモリとを備え、前記メモリに記憶される命令は前
記プロセッサによって
　　ワイヤレス通信デバイスにおいて利用される帯域幅を前記ワイヤレス通信デバイスに
よってサポートされている複数の帯域幅から決定し、
　　前記決定された帯域幅に基づき前記ワイヤレス通信デバイスで使用する電圧レベルを
識別し、
　　フレームを処理するために電圧レベルを前記識別された電圧レベルにスケーリングす
るように実行可能であるワイヤレス通信デバイス。
　［Ｃ３４］
　受信されたフレーム内で、前記受信されたフレームの１つまたは複数のパケットに関連
付けられているフレームメトリックを検出するように構成された検出器と、
　　第１の電圧レベルで動作し、
　　前記検出されたフレームメトリックに基づき前記受信されたフレームの前記１つまた
は複数のパケットの少なくとも一部を処理するために第２の電圧レベルに遷移するかどう
かを決定するように構成された
　電圧調整器とを備えるワイヤレス通信デバイス。
　［Ｃ３５］
　ワイヤレス通信デバイスによってサポートされている複数の帯域幅から前記ワイヤレス
通信デバイスにおいて利用される帯域幅を決定するように構成された帯域幅識別器と、
　　前記決定された帯域幅に基づき前記ワイヤレス通信デバイスで使用する電圧レベルを
識別し、
　　フレームを処理するために電圧レベルを前記識別された電圧レベルにスケーリングす
るように構成された
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　電圧調整器とを備えるワイヤレス通信デバイス。
　［Ｃ３６］
　少なくとも１つのコンピュータに、ワイヤレス通信デバイスにおいて第１の電圧レベル
で動作することをさせるためのコードと、
　　前記少なくとも１つのコンピュータに、受信されたフレーム内で、前記受信されたフ
レームの１つまたは複数のパケットに関連付けられているフレームメトリックを検出する
ことをさせるためのコードと、
　　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記検出されたフレームメトリックに基づき
前記受信されたフレームの前記１つまたは複数のパケットの少なくとも一部を処理するた
めに第２の電圧レベルに遷移するかどうかを決定することをさせるためのコードとを備え
る
　非一時的コンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品。
　［Ｃ３７］
　少なくとも１つのコンピュータに、ワイヤレス通信デバイスによってサポートされてい
る複数の帯域幅から前記ワイヤレス通信デバイスにおいて利用される帯域幅を決定するこ
とをさせるためのコードと、
　　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記決定された帯域幅に基づき前記ワイヤレ
ス通信デバイスで使用する電圧レベルを識別することをさせるためのコードと、
　　前記少なくとも１つのコンピュータに、フレームを処理するために電圧レベルを前記
識別された電圧レベルにスケーリングすることをさせるためのコードとを備える
　非一時的コンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品。
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